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【動機】

響板とは発音機構のみでは音が小さい楽器で音を増幅するための装置である。研究のきっかけは
、ある部員が様々な楽器の響板の形が異なっていることに興味を持ったためで、研究の最終目的
を最も音を増幅しやすい響板の形状を発見することとした。

【方法】

音速の比を算出するために、木目の向きごとの弾性率を計測し、その音速の比を反映した楕円形
の響板を新たに製作して音の増幅量を計測した。また、響板の音の増幅量の最大地点を明らかに
するために、振幅と比例関係にある音の加速度を計測した。

【結果】

音速の比は、14:4であることがわかり、その14:4の比の響板で音の増幅量は最も大きい値をとっ
た。また、11:7と2：√３の比の響板は、音を増幅する性質を持つ可能性がある。

【まとめ】

響板が音を増幅しやすくなるためには「響板の固有振動数が弦の基本振動数に近い」「振動が音
源に戻ってくるタイミングが揃う」があったが、11：7と2：√３の比の楕円形の響板で音の増幅
量が大きくなる要因の論理的説明ができなかった。

【展望】

響板が音を増幅しやすい要因を複数組み合わせることで、響板を取り付ける楽器が持つ音階の周
波数の範囲のみを等しく増幅しやすい響板の形状を制作することが出来る。また、木の板がもつ
音の増幅の特徴から木を用いたコンサートホールの設計に応用できる。
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